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議事要旨 

（１）協議会の概要についての説明 
   委員の交代に伴い、本分科会は、公共交通利用促進協議会の中で、モビリティまね地面の戸につい

て協議する場として組織されたことを説明し、会議については公開とすることについても承認を得

た。 

   また、分科会委員については公共交通利用促進協議会において、別紙のとおり指名されており、分

科会長には委員互選により、小林委員(仙台市公共交通推進課長)が選任された。 

   その後、下記の項目について説明を行った。 

     ○平成20年度の取り組み内容について【事務局】 

     ○平成21年度の取り組み予定について【事務局】 

     ○平成21年度のモビリティマネジメント分科会の予定について【事務局】 
 
 

（２）質 疑 

 ●せんだいスマートグッズ（バスマップ，動機付け冊子）は，転入者以外には配っていないのか？ 

【事務局】 

 ● 現在，仙台市への転入者が公共交通に関しての情報を持っていないことから，転入者に対象

を絞っている。しかしながら，一般の方からもほしいとの意見を頂いており，今後資料の中身・

費用負担等について関係者と検討していきたいと考えている。 

【坂本委員】 

● バスマップの配布によって，バス停に近いアパート等が早く契約するようになったが，結局

便のよい場所が早く決まり，その後，遠いところが後から決まるという側面もある。そういった

ことから，アパート等の供給面を公共交通の利便性の高い地域に誘導する必要があるのでは？  

【事務局】 

● 商工会議所の中に，不動産部会があり，現在不動産部会の中で公共交通の利便性の高い地域

の居住地を増やしてはといった提案を行っているので，今後そういった点について協議を行って

いきたいと思っている。 

【東北大学学生課坂本委員、小野塚委員】 

● バスを利用しようにも，路線がなかったり，時間があわない（朝はあっても帰りがない）と

いったことから，学生が必ずしもバスを利用できる状況となっていない。また，仙台の場合目的

地にバスで行く場合，仙台駅周辺まで一度行って乗り換える必要があることから，こういった問

題についても，検討課題としていきたい。 

【村上委員】 

● 前年度から市バス（＋地下鉄）フリーパスを実施したことから，本年度大学関係のバスにつ

いては，急行便を含め増便を行っているし，レイニーバスといった新たな取組みも行っている。

しかし，利用者が今後増えれば増便できるのだが，バス事業者は運賃収入によって営業を行って

おり，限られた資源をもとに営業しているため，ご理解を頂きたい。 

【田村委員】 

● 市バス（＋地下鉄）フリーパスによって乗降人員はどうなったか？ 

【村上委員】 

● H21.4月の主要なバス停での乗降人員は，前年度比（H20.4月）と比べ，12％増となっている。 

 

＜その他意見＞ 

【小野塚委員】 

● 大学バスマップの取組みについて否定的ではないのだが，学生が居住地を選択する際，大学



に近いところ，生活環境，家賃，間取りといった点を優先する。そのため，大学バスマップの効

果検証方法については，検討の余地があるのと思う。 

【坂本委員】 

● 東北大学生の八幡周辺に住む学生等は, バスで青葉山の坂を通って通学する時，バス代節約

の理由で萩ホール前で自転車を駐車してバスに乗る生徒もおり，東北大学では，地下鉄東西線に

向けて,駐輪場の拡大といった検討も視野に入れている。 

 

＜説明資料のデータについての指摘事項＞ 

○MM分科会の後日，資料3⑧のグラフについて，実施後（H18－19）のデータに誤りがあるとの指摘を

交通局から受け，データの修正を行い，誤ったデータを今後使用しない旨説明を行った。（※資料3⑧

グラフ参照 


